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ア
ジ
ア
諸
国
の
若
手
研
究
・
技
術
者
、
学
生
ら
が
参
集
し
原

子
力
・
放
射
線
利
用
に
つ
い
て
情
報
・
意
見
交
換
を
行
う
「
ア

ジ
ア
若
手
原
子
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
原
子
力
委
員
会
主
催
）
が

七
月
一
○ 
日
に
開
幕
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
に
よ
る
開
催
で
、
一
一
日
ま
で
の
二
日
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
タ
イ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
か
ら
四
○

歳
未
満
の
若
手
社
会
人
・
学
生
ら
が
集
ま
り
議
論
に
臨
ん
だ
。

　

初
日
の
一
○
日
に
は
、
一
般
聴
講
者
を
含
め
約
一
○
○
名
参

集
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
と
原
子
力
」
が
行
わ
れ
た
。
討
論
に
先
立
つ
基
調
講
演

で
は
、
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
准
教
授
の

小
宮
山
涼
一
氏
が
、
昨
今

の
日
本
に
お
け
る
化
石
燃

料
輸
入
増
に
伴
う
電
力
価

格
の
上
昇
傾
向
や
電
力
供

給
予
備
率
確
保
の
厳
し
い

見
通
し
を
示
し
、
現
在
、

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

が
将
来
に
向
け
た
脱
炭
素

化
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
を
達
成
す

る
上
で
の
重
要
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

強
調
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
視

点
と
し
て
、「
Ｓ
＋
３
Ｅ
＋
Ｒ
」（
安
全
、
安
定
供
給
、
経
済
性
、

環
境
適
合
性
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
掲
げ
た
上
で
、「
こ
れ
ら
を

同
時
達
成
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
存
在
し
な
い
」
と
述
べ
、
各

資
源
・
技
術
の
長
所
・
短
所
を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
を
図
っ
て
い
く
重
要
性
を
説
い
た
。

　

ま
た
、
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
原
子
力
庁
長
官
の
ジ
ャ
ロ
ッ
ト
・

ス
リ
ス
テ
ィ
オ
・
ウ
ィ
ス
ヌ
ブ
ロ
ト
氏
は
、
同
国
の
二
○
六
○

年
ま
で
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
構
想
を
披
露
。
同
氏
の
説

明
に
よ
る
と
、
太
陽
光
発
電
の
大
幅
拡
大
と
と
も
に
、
早
け
れ

ば
二
○
四
五
年
に
も
地
震
に
よ
る
リ
ス
ク
が
比
較
的
低
い
カ
リ

マ
ン
タ
ン
島
西
部
を
立
地
候
補
に
原
子
力
発
電
の
導
入
を
見
込

ん
で
お
り
、
二
○
一
九
年
に
行
っ
た
調
査
で
約
九
割
の
住
民
が

賛
成
し
て
い
る
と
い
う
。

　

基
調
講
演
を
受
け
、
若
手
参
加
者
ら
は
六
名
ご
と
の
四
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
各
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
や
化
石
燃
料
へ
の
依
存
状
況
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
の
影
響
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
の
可
能
性
な
ど
に
関
し
て

議
論
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
発
表
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
（
Ｐ
Ａ
）
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
意
見
が
交

わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
講
評
に
当
た
っ
た
小
宮
山
氏
は
、「
Ｐ

Ａ
は
原
子
力
を
進
め
る
上
で
避
け
ら
れ
な
い
課
題
だ
」
と
述
べ
、

教
育
の
役
割
や
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の

重
要
性
を
示
唆
し
た
。
会
合
二
日
目
の
一
一
日
に
は
、
放
射
線
利

用
や
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
出
身

の
偉
大
な
哲
学
者
（
そ
の
三
）
を
紹
介
し
た
い
。
一
九
二
四
年

に
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
た
ポ
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ヤ
ア
ー
ベ
ン
ト
は
、

高
等
学
校
卒
業
後
に
ド
イ
ツ
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
、
ロ
シ
ア
戦
線

北
部
で
撤
退
す
る
部
隊
の
指
揮
中
に
銃
弾
を
受
け
、
生
涯
歩
行

障
害
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
歴
史

学
と
社
会
学
を
学
ん
だ
が
、
す
ぐ
に
物
理
学
に
転
科
し
た
。
そ

こ
で
出
会
っ
た
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
エ
ー
レ
ン
ハ
フ
ト
の
実
験

は
、
後
年
の
自
然
科
学
に
対
す
る
見
方
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
研
究
領
域
を
哲
学
に
変
え
、
五
一
年
に
観

察
命
題
に
関
す
る
学
位
論
文
に
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
大
学
か
ら
博
士

号
を
取
得
し
た
。
四
八
年
の
国
際
夏
季
学
校
で
出
会
っ
た
カ
ー

ル
・
ポ
パ
ー
を
指
導
教
授
と
し
て
選
び
、
五
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
に
移
っ
た
。
五
五
年
、
英

ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
で
最
初
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
就
き
、

科
学
哲
学
の
講
座
を
担
当
し
た
。
こ
の
時
期
、
科
学
哲
学
に
お

け
る
近
代
理
性
主
義
的
立
場
に
反
す
る
と
と
も
に
、
ル
ー
ル
を

教
条
主
義
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
、
科
学
に
つ
い
て

の
批
判
的
な
見
方
を
唱
え
た
。
著
書
「
方
法
へ
の
挑
戦
」
は
科

学
に
関
す
る
現
代
の
哲
学
的
見
地
に
つ
い
て
の
有
名
な
批
評
と

な
っ
た
。
五
八
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に

移
り
、
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
得
た
。
ロ
ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、

イ
ェ
ー
ル
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
な
ど
で
教
授
職
を
務
め
た
。

新
科
学
哲
学
、
認
識
論
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
、
及
び
反
・
反
証
主

義
学
派
の
重
鎮
と
し
て
、
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
ら
と
並
び
、
科

学
哲
学
及
び
科
学
社
会
学
に
お
い
て
影
響
力
を
持
っ
た
。

　

一
方
、
一
九
二
五
年
に
仙
台
市
に
生
ま
れ
た
梅
原
猛
は
、
愛

知
県
知
多
郡
で
育
つ
。
私
立
東
海
中
学
校
卒
業
後
の
四
二
年
、

広
島
高
等
師
範
学
校
に
入
学
す
る
が
二
ヶ
月
で
退
学
、
翌
年
第

八
高
等
学
校
に
入
学
。
四
四
年
夏
か
ら
名
古
屋
の
三
菱
重
工
工

場
へ
勤
労
奉
仕
。
米
軍
の
空
襲
に
よ
る
死
者
が
続
出
す
る
状
況

で
、
梅
原
は
「
こ
の
戦
争
は
負
け
る
に
違
い
な
い
」「
自
分
が
こ

の
戦
争
で
死
ぬ
の
は
ほ
ぼ
確
実
」
と
考
え
、
哲
学
書
や
宗
教
書

を
読
み
漁
り
、
死
の
理
由
を
探
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
西
田

幾
多
郎
ら
京
都
学
派
の
哲
学
に
関
心
を
抱
き
、
四
五
年
京
都
帝

国
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
も
、
直
後
に
徴
兵
さ
れ
陸
軍
二

等
兵
と
し
て
入
営
。
終
戦
後
に
復
学
し
て
四
八
年
大
学
院
に
進

学
し
、
山
内
得
立
、
田
中
美
知
太
郎
の
指
導
を
受
け
た
。
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
哲
学
に
惹
か
れ
つ
つ
も
ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
専
攻
。
二

○
代
後
半
、
強
い
虚
無
感
に
襲
わ
れ
て
、
賭
博
に
の
め
り
込
む

よ
う
な
破
滅
的
な
日
々
を
送
る
。
梅
原
は
ニ
ー
チ
ェ
や
ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
の
実
存
主
義
哲
学
か
ら
出
発
し
た
が
、
現
実
の
生
活
が
苦

し
く
な
る
と
実
存
を
頼
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
実
存
の
論

理
を
超
え
る
た
め
に
自
分
の
心
の
暗
さ
を
分
析
し
て
論
文
「
闇

の
パ
ト
ス
」
を
書
き
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
超
え
て
人
生
を
肯
定
す

る
た
め
に
「
笑
い
」
の
哲
学
を
目
指
し
た
と
い
う
。
三
○
代
後

半
か
ら
日
本
の
古
典
美
学
へ
の
関
心
を
強
め
、
そ
の
後
は
精
力

的
に
神
道
・
仏
教
を
研
究
し
、
梅
原
日
本
学
と
呼
ば
れ
る
独
自

の
世
界
を
開
拓
。
立
命
館
大
学
教
授
、京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
・

同
学
長
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
初
代
所
長
な
ど
を
歴

任
。
左
京
区
に
あ
る
哲
学
の
道
近
く
の
和
辻
哲
郎
旧
邸
に
住
ん

で
い
た
。
九
九
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
原
子
力
庁
長
官
、

ア
ン
ハ
ー
・
ア
ン
タ
リ
ク
サ
ワ
ン
氏
は
、
筆
者
が
原
子
力
機
構
炉

心
損
傷
安
全
研
究
室
長
時
の
研
究
生
と
し
て
半
年
間
一
緒
に
過
ご

し
た
。
フ
ァ
イ
ヤ
ア
ー
ベ
ン
ト
は

読
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、
学
生
時

代
の
下
宿
が
左
京
区
に
あ
り
哲
学

の
道
も
よ
く
通
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
梅
原
の
「
哲
学
す
る
心
」
だ

け
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
今
月

も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な
哲
学

者
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸

運
に
感
謝
し
つ
つ
、
フ
ァ
イ
ヤ
ア
ー

ベ
ン
ト
の
写
真
は
使
用
許
可
が
必

要
な
の
で
、
代
わ
り
に
筆
者
が
描

い
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
純 

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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ウ
ィ
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ン

 

と

 

京
都    
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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本誌執筆者の主な著作
河野純一著「不思議なウィーン」
河野純一著「ウィーン遺聞」
河野純一著「ウィーンのドイツ語」
河野純一著「横顔のウィーン」
須永恆雄訳「ウィーンの内部への旅」
須永恆雄編訳「マーラー全歌詞対訳集」

近藤常恭著「ウィーンの街の物語」
福田和代共訳「サフィア」

「アジア若手原子力シンポジウムの様子」
https://www.jaif.or.jp/journal/japan/13870.html

https://www.jaif.or.jp/international/sympo_202207


